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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本研究では，部材軸方向に隙間を空けてコンクリート充填する工法（以下，本工法という）につい
て，既設鋼製橋脚の合理的な耐震補強，および既設上路式ランガー桁橋の合理的な耐震補強，ならび
に高架橋鋼製橋脚の合理的な耐震設計の開発を目指し，一連の研究を実施した．  
第 1 章では，本研究の背景，ならびに関連する研究概要を述べ，本研究の位置づけと目的とを明
確にした．さらに，本研究の概要を述べた． 
第 2 章では，本工法による補強効果を，隙間の無い通常のコンクリート充填補強工法によって補
強する場合と比較することによって明確にし，EPS 断面（本工法のコンクリート無充填鋼断面）を
有する柱部材の終局限界状態を明らかにするとともに，簡易解析に適用可能な非線形モデルを提案し
た．さらに動的応答解析により 1 層 1 径間の既設鋼製ラーメン橋脚を対象とし，本工法の適用性お
よび有効性が大きいことを明らかにした． 
第 3 章では，既設上路式ランガー桁橋の耐震補強への本工法の適用性について，端支柱のみの解
析モデル，および上路式ランガー桁橋全体の解析モデルについて，静的解析および動的応答解析によ
り検討を行った．本工法の補強効果を明らかにするために，アーチリブ部材全長にわたってコンクリ
ートを充填する通常のコンクリート充填工法，およびそれ以外にラーメン支柱に本工法を用いた場合
の EPS 断面の設置位置について検討を行い，本工法の既設上路式ランガー桁橋への補強効果が期待
できることを明らかにした． 
第 4 章では，鋼製橋脚の基礎構造のコスト縮減を目指し，EPS 断面を橋脚基部に設置した新しい
EPS 鋼製橋脚を提案した．また EPS 鋼製橋脚の非線形骨組み解析モデルに対して Push-Over 解析
を行い，EPS 鋼製橋脚の挙動を明らかにした．具体的に，5 径間連続鋼鈑桁橋を対象として，EPS
鋼製橋脚の高架橋への適用性について静的解析および動的応答解析により検討し，EPS 鋼製橋脚を
採用した場合のコスト縮減効果が，従来型鋼製橋脚と比較し大きいこと明らかにした． 
第 5 章では，本研究の主な成果をとりまとめた． 
 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究では，①部材軸方向に隙間を空けてコンクリートを充填する既開発の工法（以下，本工法という）
を用いた耐震補強工法の実構造への適用性を検討し，さらに②本工法を用いた耐震性能向上およびコスト
縮減を目指した新構造の提案を行っている．特に，本工法のコンクリート無充填鋼断面（EPS 断面）を設
置した新構造では，上部構造から基礎構造までの全体系のコスト縮減効果に着目している点は評価に値す
る． 
まず，本工法を用いた耐震補強工法の実構造への適用性に関する研究では，既設鋼製橋脚の矩形断面柱
部材を対象に，隙間を設けずにコンクリートを充填する通常の補強工法と比較することによって、本工法
の有用性を明確にしている．また，EPS 断面を用いる補強工法による耐震補強設計手法を提案している．
さらに，動的応答解析により 1 層 1 径間の実鋼製ラーメン橋脚を対象として，本工法の有用性を示してい
る．隙間を空けて，強度のばらつきの少ない鋼材のみの EPS 断面を設け，強度の上限値を精度よく制御
する本工法を耐震補強に適用する発想は評価できる． 
また，上路式ランガー桁橋を対象に，その端支柱のみをモデル化した端支柱モデル，および橋全体を対
象とする 3 次元骨組解析モデルについて，本工法の適用性を静的解析および動的応答解析により検討して
いる．その結果，本工法による上路式ランガー桁橋の耐震補強効果の有効性を明らかにし，EPS 断面の設
置位置についても考察を行っている点も評価できる． 
次に，新設構造への適用では，EPS 断面を橋脚基部に設置した EPS 鋼製橋脚を提案している．5 径間
連続鋼桁高架橋を対象に，EPS 鋼製橋脚の高架橋への適用性について静的解析および動的応答解析により
検討し，コスト縮減効果が期待できることを，コンクリートを充填しない従来型鋼製橋脚と比較し明らか
にしている．この点は，実橋の建設において，実用的および経済的に価値がある．また，EPS 鋼製橋脚の
研究では，実橋に適用した設計事例を示している．その検討では上部構造から基礎構造までを検討対象と
しており，この設計例は，実務者にとって非常に有用な知見である． 
 以上のように，本論文は，既設鋼製橋脚の耐震補強工法として，補強後の耐荷力制御，靭性の向上，お
よび地震後の損傷箇所特定の容易な本工法の利用法を提案し，既設鋼製橋脚および既設上路式ランガー桁
橋の耐震補強工法への有用性を明らかにしている．また，基礎構造のコスト縮減効果を目指した新しい
EPS 鋼製橋脚の提案も行なっている．これらの研究成果は，橋梁工学の発展に寄与するところが大きい．
したがって，本論文の著者は，博士（工学）の学位を受ける資格を有すると認める． 
 
 
 
